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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、
　前記超音波画像を含む表示画像を生成する表示画像生成手段と、
　ユーザーからの印刷指示があった場合に、前記表示画像の一部を切り出して切り出し画
像を生成し、その切り出し画像をプリンタに出力する印刷制御手段と、
　を含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１記載の装置において、
　前記印刷制御手段は、前記切り出し画像の印刷に先立って前記表示画像上に印刷範囲を
示す枠を表示し、
　前記印刷制御手段は、前記表示画像において前記枠の内部に相当する画像部分を切り出
して前記切り出し画像を生成する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　請求項２記載の装置において、
　前記印刷制御手段は、少なくとも動作モードに応じて、前記枠について座標情報を変更
する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
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　請求項１記載の装置において、
　前記印刷制御手段は、前記ユーザーからの印刷指示として両画像印刷指示があった場合
に、前記表示画像を印刷すると共に前記切り出し画像を印刷する、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項５】
　請求項１記載の装置において、
　前記印刷制御手段は、前記プリンタへの出力に先だって、前記切り出し画像の中に付加
情報を加える手段を含む、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項５記載の装置において、
　前記付加情報は、スケール、拡大率を示す情報、シェーマ図、及び、被検者を特定する
情報の内の少なくとも１つを含む、
　ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項７】
　超音波診断装置における印刷方法において、
　受信信号に基づいて生成された超音波画像を含む表示画像を画面上に表示する工程と、
　ユーザーから印刷指示を受け付ける工程と、
　前記印刷指示があった場合に、前記表示画像の一部を切り出して切り出し画像を生成し
、その切り出し画像をプリンタに出力する工程と、
　前記プリンタにおいて前記切り出し画像を印刷する工程と、
　を含むことを特徴とする印刷方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は超音波診断装置及び印刷方法に関し、特に、超音波画像の印刷に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置には、表示画像を印刷するプリンタが搭載されている。そのようなプリ
ンタとして、一般に、小型プリンタが用いられる。カート式超音波診断装置は複数のキャ
スタによって支持されたボックス状の装置本体を備える。小型プリンタは、装置本体の上
面に設置され、あるいは、装置本体の中に組み込まれる。小型プリンタとして、ロール紙
がセットされるものも知られている。ロール紙の横幅は例えば１０ｃｍ程度である。
【０００３】
　超音波検査においては、所望の画像が表示された段階で、ユーザー（医師、検査技師等
）によりフリーズ操作が行われる。その後、印刷ボタンが押されると、その時点で表示さ
れていた画像がそのまま印刷される。その印刷はいわゆるハードコピーに相当する。つま
り、印刷された画像は、表示されている画像そのものである。その印刷物は、一般に、検
査レポートに添付される。
【０００４】
　妊婦健診においては、胎児の超音波画像の印刷物を妊婦に渡すことがよく行われている
。超音波画像（例えばＢモード断層画像）上において、胎児はかなり小さく現れているこ
とも多い。印刷物を受け取った妊婦において、胎児を明確に特定又は視認できない場合も
ある。検査レポートに添付する印刷物の場合、表示画像において超音波画像の周囲に存在
する情報も当該超音波画像と一緒に印刷することが求められるが、妊婦にわたす印刷物の
場合、そのような情報（例えば送信周波数、グレースケール）は不要である。それよりも
、胎児を拡大して観察したいという強いニーズを指摘できる。
【０００５】
　被検者にわたす画像としては上記以外の画像も考えられる。また、検査者用として拡大
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画像の印刷を行いたい場合もある。画像拡大の都度、ユーザーに何らかの操作を求めると
、ユーザーの負担が大きくなる。より簡便に必要な拡大画像（切り出し画像）の印刷を行
えるようにしたいとの要請がある。
【０００６】
　特許文献１には、モニタに表示されている情報のうち、所望の情報だけを印刷等するこ
とが可能な超音波診断装置が開示されている。その装置では、ユーザーが切り出し範囲（
切り出し位置）を指定すると、その範囲内の画像部分が拡大画像として表示される。その
後、その拡大画像が必要に応じて印刷される。印刷される画像は、拡大画像といえども表
示画像そのものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１２６０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、表示画像とは別に印刷用の画像を印刷できる超音波診断装置を提供す
ることにある。あるいは、印刷用の画像の印刷に際して、ユーザーの負担を軽減すること
にある。あるいは、画像印刷を伴う超音波検査においてその検査時間の短縮化を図ること
にある。あるいは、印刷物の観察に際して必要な情報を的確に認識できるようにすること
にある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る超音波診断装置は、受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像
生成手段と、前記超音波画像を含む表示画像を生成する表示画像生成手段と、ユーザーか
らの印刷指示があった場合に、前記表示画像の一部を切り出して切り出し画像を生成し、
その切り出し画像をプリンタに出力する印刷制御手段と、を含むことを特徴とするもので
ある。
【００１０】
　上記構成によれば、ユーザー（医師、検査技師等）から印刷指示があった場合、表示画
像における一部が切り出し画像として自動的に切り出される。切り出し領域については事
前に設定しておくことができ、あるいは、表示画像に基づいて自動的に設定することがで
きる。切り出し画像はプリンタに送られ、プリンタにおいて切り出し画像が印刷される。
その印刷物は、印刷された切り出し画像を含むものである。印刷された切り出し画像と、
ハードコピーされた表示画像とを対比した場合、前者は後者の拡大画像に相当する。上記
構成によれば、つまり拡大印刷モードによれば、切り出し画像内に含まれる対象組織を拡
大して観察することが可能である。フリーズ操作後に印刷指示が入力されてもよいが、リ
アルタイム動作中に印刷指示が入力されてもよい。
【００１１】
　望ましくは、前記印刷制御手段は、前記切り出し画像の印刷に先立って前記表示画像上
に印刷範囲を示す枠を表示し、前記印刷制御手段は、前記表示画像において前記枠の内部
に相当する画像部分を切り出して前記切り出し画像を生成する。この構成によれば、表示
画像中におけるどのエリアが切り出し対象なのかを確認できる。その枠の中に対象組織が
入るように、プローブを操作することも可能である。望ましくは、枠の位置及びサイズを
ユーザーにより変更し得る。
【００１２】
　望ましくは、前記印刷制御手段は、少なくとも動作モードに応じて、前記枠について座
標情報を変更する。動作モードは、超音波診断モードとしてのＢモード、２Ｂモード、Ｃ
ＦＭモード、Ｄモード、ＢＤモード、３Ｄモード、等である。動作モードと診断部位との
組み合わせごとに座標情報を設定しておいてもよい。更に、被検者、検査者等に応じて座
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標情報を切り替えることも可能である。
【００１３】
　望ましくは、前記印刷制御手段は、前記ユーザーからの印刷指示として両画像印刷指示
があった場合に、前記表示画像を印刷すると共に前記切り出し画像を印刷する。この構成
によれば、１回の印刷操作で、同じ表示画像に基づいて、切り出し画像の印刷と通常画像
の印刷とを行える。これにより検査時間を短くできる。例えば、前者による印刷物は被検
者用の印刷物であり、後者による印刷物は検査レポートへ添付する印刷物である。いずれ
の画像を先に印刷するのかについてはプリセットできるように構成しておいてもよい。２
つの画像を明確に識別するために、一方又は両方に識別子（マーク等）を印刷するように
してもよい。
【００１４】
　望ましくは、前記印刷制御手段は、前記プリンタへの出力に先だって、前記切り出し画
像の中に付加情報を加える手段を含む。この構成によれば、拡大印刷時に落ちてしまう情
報を補うことができ、あるいは、印刷物を後で観察する場合の便宜を図れる。付加情報は
、実質的な観察領域の外側周囲に付加されるのが望ましい。切り出し画像に対して、通常
画像とは異なる画像処理（例えば、エッジ強調、コントラスト強調）等を施してもよい。
読影目的に適合した画像処理とは別に、観察目的に適合した画像処理を施すものである。
例えば、胎児を表した三次元白黒画像に対してピンク系又はオレンジ系の着色処理を施す
ようにしてもよい。これによれば温かみある印刷物を提供できる。
【００１５】
　望ましくは、前記付加情報は、スケール、拡大率を示す情報、シェーマ図、及び、被検
者を特定する情報の内の少なくとも１つを含む。
【００１６】
　本発明に係る印刷方法は、受信信号に基づいて生成された超音波画像を含む表示画像を
画面上に表示する工程と、ユーザーから印刷指示を受け付ける工程と、前記印刷指示があ
った場合に、前記表示画像の一部を切り出して切り出し画像を生成し、その切り出し画像
をプリンタに出力する工程と、前記プリンタにおいて前記切り出し画像を印刷する工程と
、を含むことを特徴とするものである。超音波診断装置に搭載されている又は組み込まれ
ているプリンタは通常、小型であり、その印刷物の縦横のサイズは小さいので、上記方法
を適用して、観察対象が大きく印刷されるようにするのが望ましい。もっとも、通常のオ
フィス等で利用されるプリンタにおいて印刷が行われてもよい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、表示画像とは別に印刷用の画像を印刷できる。あるいは、印刷用の画
像の印刷に際して、ユーザーの負担を軽減できる。あるいは、画像印刷を伴う超音波検査
においてその検査時間の短縮化を図れる。あるいは、印刷物の観察に際して必要な情報を
的確に認識できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態を示すブロック図である。
【図２】印刷制御部の構成例を示すブロック図である。
【図３】座標情報テーブルの第１例を示す図である。
【図４】座標情報テーブルの第２例を示す図である。
【図５】印刷制御部の動作例を示すフローチャートである。
【図６】通常印刷モードを示す図である。
【図７】拡大印刷モードを示す図である。
【図８】２Ｂモードにおける拡大印刷例を示す図である。
【図９】付加情報の合成を示す図である。
【図１０】通常印刷と拡大印刷の連続的な実行を示す図である。
【図１１】切り出し領域の自動判定を行うための構成を示す図である。
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【図１２】自動判定された切り出し領域から切り出された画像の印刷を説明するための図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。
【００２０】
　図１には本発明に係る超音波診断装置の好適な実施形態がブロック図として示されてい
る。この超音波診断装置は、医療の分野において用いられ、生体に対する超音波の送受波
により得られた受信信号に基づいて超音波画像を形成する装置である。超音波診断装置は
、カート式の装置本体、プローブ１０、表示器２６、プリンタ２８等を備えている。プリ
ンタ２８は、装置本体の上面に設置されており、あるいは、装置本体内に組み込まれてい
る。なお、装置本体がネットワークを介してプリンタに接続されてもよい。
【００２１】
　プローブ１０は、超音波の送受波を行う可搬型の送受波器である。図示の構成例では、
プローブ１０が、複数の振動素子からなる１Ｄアレイ振動子を備えている。１Ｄアレイ振
動子によって超音波ビームが形成される。超音波ビームの電子走査によりビーム走査面が
形成される。電子走査方式として、電子セクタ走査方式、電子リニア走査方式、等が知ら
れている。プローブ１０は、操作者の手によって握られ、被検者の表面上に当接されるも
のである。体腔内挿入型プローブが利用されてもよい。１Ｄアレイ振動子に代えて２Ｄア
レイ振動子が設けられてもよい。それは生体内に三次元エコーデータ取込空間（三次元空
間）を形成するものである。１Ｄアレイ振動子を機械走査することよって三次元空間が形
成されてもよい。
【００２２】
　送信部１２は送信ビームフォーマーである。それは電子回路により構成される。送信部
１２によって複数の送信信号が並列的に生成され、それらが１Ｄアレイ振動子へ供給され
る。これにより送信ビームが形成される。生体内からの反射波が２Ｄアレイ振動子に到達
すると、１Ｄアレイ振動子から複数の受信信号が並列的に受信部１４へ出力される。受信
部１４は電子回路として構成される受信ビームフォーマーである。受信部１４において、
複数の受信信号に対する整相加算処理が実行され、これにより電子的に受信ビームが構成
される。受信ビームは深さ方向に並ぶ複数のエコーデータにより構成される。走査面に対
応する受信フレームデータは複数のビームデータにより構成される。図１においては検波
器、対数圧縮器等を含むビームデータ処理部について図示省略されている。
【００２３】
　断層画像形成部１６は、受信フレームデータに基づいて断層画像を形成する。それはデ
ジタルスキャンコンバータ等を備えている。断層画像は出力処理部２２へ送られている。
【００２４】
　出力処理部２２は、画像合成等を行う表示処理部として機能するものである。本実施形
態において、出力処理部２２は、印刷制御部２４を含む。出力処理部２２と制御部３０と
が両者合わせてＣＰＵ及びプログラムによって構成されてもよい。出力処理部２２で生成
された表示画像、つまり超音波画像を含む画像は、表示器２６へ送られ、その画面上に表
示される。
【００２５】
　印刷制御部２４は、本実施形態においては、表示画像から切り出された部分画像として
の切り出し画像に対する印刷の制御を実行する。印刷制御部２４は、切り出し画像に対し
て各種の処理を適用する機能も備える。これについては後述する。本実施形態では、大別
して、通常印刷モードと拡大印刷モードとが存在しており、前者においては、表示画像が
そのまま印画紙上に印刷される（ハードコピー）。後者においては、表示画像中から切り
出された部分画像としての切り出し画像が印画紙上に印刷される（拡大コピー）。プリン
タ２８はカラープリンタであり又は白黒プリンタである。様々な方式のプリンタを使用し
得る。
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【００２６】
　制御部３０は超音波診断装置内の各構成を制御するシステム制御部である。それはＣＰ
Ｕ及び動作プログラムによって構成される。入力部３３は操作パネルで構成される。操作
パネルは多数のスイッチ、トラックボール等を含むものである。そこには印刷モードの切
替スイッチ、印刷指示のスイッチも含まれる。
【００２７】
　図２には、図１に示した印刷制御部２４の構成例が示されている。グラフィック画像生
成部３１は、超音波画像に対して合成するグラフィックプレーンを生成する。それには、
図形、文字等が含まれる。そこに含まれる枠座標情報記憶部３２内には、例えば、各動作
モードに対応した枠座標情報が格納されている。それらの情報は枠座標情報テーブルを構
成する。個々の枠座標情報は、表示画面上に登場させる枠の初期位置及び初期サイズを指
定するものである。本実施形態においては四角形の枠が表示され、枠座標情報は、枠の左
上隅の座標と、枠の右下隅の座標と、を含むものである。枠は関心領域（ＲＯＩ）を定め
るものであり、具体的には切り出し領域を定めるものである。本実施形態では、拡大印刷
モードにおいて、超音波画像上にグラフィック要素として枠が表示される。その枠によっ
て、どの部分が切り出されるのかを容易に理解することができる。グラフィック画像には
そのような枠も含まれる。枠座標情報は切り出し部３６にも送られている。
【００２８】
　合成部３４は、入力される超音波画像（本例では二次元断層画像）に対して上記グラフ
ィック画像を合成し、これにより合成画像として表示画像を生成する。表示画像は表示器
へ送られる。通常印刷モード及び連続印刷モードにおいては、プリンタへも出力される。
【００２９】
　切り出し部３６は、表示画像（又は超音波画像）において、枠座標情報によって指定さ
れる枠の中の画像を切り出すものである。切り出された部分が、拡大印刷される切り出し
画像である。通常印刷モードに対して、拡大印刷モードにおいては、印刷される組織が拡
大印刷される。
【００３０】
　合成部４０は、切り出し画像に対して、必要に応じて、付加情報生成部３８が生成した
付加情報を合成する。付加情報は、縮尺を示すスケール、拡大率を示す情報、模式図とし
てのシェーマ図、及び、被検者を特定する情報（氏名等）の内の少なくとも１つを含む。
切り出しによって除外されるいくつかの情報の内で、被検者の観察時に必要となる情報を
付加情報として付加してもよい。その例として、例えば被検者の氏名、検査年月日、検査
機関等があげられる。コメントを記入できるようにしてもよい。例えば、超音波周波数、
グレイスケール、送信フォーカス深さ等の情報については、印刷物を被検者に提供すると
いう観点から見て、切り出し時にそれらが消失してしまっても、それを復活させる必要は
ない。どのような情報を付加するのかについてはユーザーによって任意に定義できるよう
に構成するのが望ましい。あるいは、枠外の複数の情報の内で復活させる情報を指定でき
るようにしておき、指定された情報が自動的に付加情報に含まれるようにしてもよい。
【００３１】
　合成部４０において、付加情報が付加された切り出し画像は、必要に応じて、処理され
た上で、出力部へ送られる。その処理が付加情報の付加前に適用されてもよい。切り出し
画像に対する固有の画像処理として、エッジ強調処理、コントラスト強調処理、色づけ処
理等をあげることができる。
【００３２】
　出力部４２は、プリンタに対して印刷用データを出力する回路である。通常印刷モード
においては、合成部３４から出力された画像（この場合、枠は含まれない）をプリンタへ
出力する。拡大印刷モードが選択された場合、切り出し画像をプリンタへ出力する。連続
印刷（二種連続印刷）モードが選択された場合、通常画像（表示画像）と切り出し画像の
２つを順番にプリンタへ出力する。この場合、出力部４２において、通常画像から枠を消
去してもよいし、あるいは、枠が合成される前の表示画像が出力部４２に送られるように
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してもよい。
【００３３】
　図３には枠座標情報テーブルの第１例が示されている。この第１例では、動作モード４
４ごとに座標情報４６が登録されている。現在選択されている動作モードが特定されると
、それに対応した特定の座標情報が得られる。それに基づいてグラフィック要素としての
枠が表示され、また、画像の切り出しが行われる。座標情報は、切り出し領域の対角方向
の２点を指定する情報である。
【００３４】
　図４には枠座標情報テーブルの第２例が示されている。この第２例では、動作モード４
８と診断部位５０の組み合わせごとに座標情報５２が登録されている。図３及び図４の示
した構成は例示であり、これ以外にも様々な条件に応じて座標情報を登録しておくことが
可能である。一般に、関心部位は画面中央になるので、画面中心を中心とする枠が生じる
ように、座標情報を定めておくのが望ましい。送信フォーカス深さや穿刺経路に枠の位置
を連動させるようにしてもよい。なお、ユーザーが指定した関心領域（例えば高密度走査
区間）に合わせて切り出し領域を設定してもよい。
【００３５】
　図５には印刷制御部の動作例が示されている。まずその動作例について説明した上で、
個々の処理内容を具体的に説明する。
【００３６】
　拡大印刷モードが選択されると、図５に示す制御が実行される。まずＳ１０においては
、表示画像上に、つまり表示されている超音波画像上に枠が表示される。その枠は切り出
し領域を示すものである。その枠の中に観察対象が含まれるようにプローブの位置及び姿
勢が調整される。その際、ユーザーにより枠の位置及びサイズを変更することが可能であ
る。枠の消去を指示できるように構成してもよい。Ｓ１２では、ユーザーによる印刷指示
の入力があったか否かが判定される。例えば、操作パネル上の所定のボタンを操作したか
否かが判定される。その操作がなければＳ２２へ処理が移行する。その操作があった場合
、処理がＳ１４へ移行する。フリーズ操作を経由して印刷指示が入力されてもよい。
【００３７】
　Ｓ１４では、切り出し処理が実行される。表示画像から、枠の中に相当する部分画像が
切り出される。それが印刷対象としての切り出し画像となる。Ｓ１６では、必要に応じて
、切り出し画像に対して画質調整用の画像処理が施される。Ｓ１８では、切り出し画像に
対して付加情報が付加される。Ｓ２０では、切り出し画像がプリンタへ出力される。Ｓ２
２では、本処理（拡大印刷モード）を終了させるか否かが判断され、終了させない場合に
は、Ｓ１２以降の各工程が繰り返し実行される。
【００３８】
　上記処理によれば、印刷指示を入力すると、表示画像中の枠内の画像部分が拡大された
形で印刷されるので、通常印刷時に比べて、観察したい組織を大きく印刷することが可能
である。例えば、子宮内の胎児を大きく印刷できるので、妊婦における胎児観察の便宜を
図れる。
【００３９】
　図６には、通常印刷モードが選択された場合の動作例が示されている。表示器５４の画
面上に表示された表示画像５６は、断層画像、三次元画像等の超音波画像を含むものであ
る。超音波画像上にはグラフィック画像がオーバーレイ表示されており、それは関連情報
６０を含む。関連情報６０は、検査日時、被検者、検査機関、送信周波数、フレームレー
ト、アイコン等の諸情報を含むものである。画面の周囲には周辺エリア６１が存在し、そ
れは枠体である。通常印刷モードはハードコピーモードであり、表示画像の全域がそのま
ま印刷される。図６の例では、用紙６４上に表示画像と同じ画像６６が印刷されている。
これによって印刷物６２が構成されている。用紙６４においては画像６６の周囲に余白６
５が生じている。画像６６内には上記の関連情報６０と同じ情報７０が含まれる。
【００４０】
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　図７には、拡大印刷モードが選択された場合の動作例が示されている。なお、図６に示
した構成と同じ構成については同一符号を付しその説明を省略する。このことは図７以降
の各図についても同様である。
【００４１】
　図７において、表示器５４の表示画面には表示画像５６が表示されており、それは関連
情報６０を含む。表示画像は例えばいわゆるＢ（１Ｂ）モード画像である。表示画像５６
上には観察の対象となる組織５８を取り囲んでいる枠７１が表示されている。それ以前に
、枠７１内に組織５８が含まれるようにプローブの位置及び姿勢が調整される。その状態
で印刷実行を指示すると、用紙６４上に枠７１内の画像部分（切り出し画像）７２が拡大
印刷される。これにより組織５８を通常印刷時に比べて大きく印刷することが可能であり
、その組織５８の視認性を高められる。
【００４２】
　図８には、２Ｂモードを選択した場合の表示が示されている。表示器５４の画面上には
２つの断層画像７４Ｌ，７４Ｒを含む表示画像７４が表示されている。その内で、一方の
断層画像７４Ｒに対して枠７６が設定されている。印刷物６２においては、枠７６内の画
像部分が拡大印刷されている。個々の画像に対して枠が設定されて、２つの部分画像が連
続的に印刷されるように構成してもよい。
【００４３】
　図９には、画像合成処理が示されている。表示画像８１には超音波画像が含まれ、それ
に対して枠８２が設定されている。枠８２内の画像部分が切り出され、それが切り出し画
像を構成する。それに対しては付加情報８４が合成される。付加情報８４には文字情報８
６、グラフィック要素８８等が含まれる。符号８９は付加情報８４が合成された切り出し
画像を示している。
【００４４】
　図１０には連続印刷が示されている。表示器５４には表示画像５６が表示されている。
そこには枠９０が設定されている。連続印刷モードが選択された上で、印刷が指示される
と、この例では、まず、表示画像５６と同じ画像９４が印刷された印刷物９２が生成され
、次に、枠９０内の画像部分と同じ画像９８が印刷された印刷物９６が生成される。この
ように１つのアクションで自動的に２種類の印刷物を得られる。例えば、一方が検査レポ
ートに貼付され、他方が被検者にわたされる。
【００４５】
　次に変形例について図１１及び図１２を用いて説明する。図１１には印刷制御部の一部
構成が示されており、図１２には枠の自動生成が示されている。上記実施形態では、プリ
セットされた座標情報に基づいて枠を表示したが、画像解析によって枠を自動的に生成す
るようにしてもよい。その場合、領域判定部１００において、対象組織の輪郭を抽出し、
その輪郭を取り囲む範囲として、又は、その範囲を基準とした範囲に基づいて、印刷エリ
アを特定するようにしてもよい。例えば、図１２において、対象組織の輪郭に接する枠１
０４を定義し、その枠を包含する印刷エリア１０５を自動的に生成するようにしてもよい
。その印刷結果が印刷結果物１０６であり、それは自動切り出し画像１０８を含んでいる
。
【００４６】
　以上のように、ハードコピーの他、簡単に拡大コピーを行える。その場合、枠内に観察
対象組織が入るようにプローブを操作して、印刷実行を指令するだけでよい。印刷画像に
付加情報を追加すれば、観察者の便宜を図れる。表示画像の周囲において存在していた情
報が切り出しによって除外されても、必要な情報を復活させて、印刷物上に表示できる。
【符号の説明】
【００４７】
　２４　印刷制御部、３１　グラフィック画像生成部、３２　枠座標情報記憶部、３６　
切り出し部、３８　付加情報生成部、３４，４０　合成部、４２　出力部。
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【要約】　　　（修正有）
【課題】表示画像とは別に印刷用の画像が印刷でき、さらに観察対象組織が大きく印刷さ
れる超音波診断装置を提供する。
【解決手段】拡大印刷モードにおいては、表示画像に対して枠が設定される。切り出し部
３６は、枠内の画像部分を切り出し画像として切り出す。合成部４０は、切り出し画像に
対して、必要な付加情報を合成する。合成後の切り出し画像が出力部４２を経由してプリ
ンタへ出力される。連続印刷モードでは、通常印刷と拡大印刷とが連続して実行される。
【選択図】図２

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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